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地域密着型県民チーム ～愛媛ＦＣ・マッチシティ～



Ｊ
１
昇
格
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
質
の
高
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
て 

～
愛
媛
Ｆ
Ｃ
～

【
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
沿
革
】

　

平
成
17
年
に
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
で
優
勝

を
決
め
て
、
悲
願
の
Ｊ
２
昇
格
を
果
た
し
た
愛
媛
Ｆ
Ｃ
。
平
成
19

年
に
は
天
皇
杯
で
、
こ
の
年
ア
ジ
ア
王
者
だ
っ
た
浦
和
レ
ッ
ズ
に

勝
利
す
る
な
ど
、
１
４
１
万
人
の
県
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に
大
き
な
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
は
、
現
在
の
監
督
で
あ
る
バ
ル
バ
リ
ッ
チ
監
督

が
チ
ー
ム
を
率
い
て
、
就
任
直
後
の
翌
年
に
は
、
リ
ー
グ
２
位
タ

イ
の
失
点
数
で
、
ク
ラ
ブ
史
上
最
高
勝
率
を
記
録
す
る
な
ど
、
着

実
に
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
】

　

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
県
内
の
多
彩
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
と
一
緒

に
愛
媛
県
全
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
】

　

マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
と
は
、
県
民
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
る
愛
媛
Ｆ

Ｃ
と
県
内
自
治
体
が
連
携
し
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
イ

ベ
ン
ト
の
こ
と
で
す
。
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
で
は
、
そ
の
自
治
体
に
住

ん
で
い
る
高
校
生
以
下
の
人
が
Ｃ
席
を
無
料
で
招
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ
る
と
と
も
に
、
試
合
前
や
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、
各
市
町
ゆ
か
り
あ
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
地
域

色
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
出
し
物
（
踊
り
、
吹
奏
楽
演
奏
）
な
ど

も
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
30
日（
月
）は
、大
洲
市
の
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
。
愛
媛
Ｆ
Ｃ
は
、

今
年
「
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」（
ボ
ル
バ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
で
、戦
い
、闘
争
、

競
争
、
競
合
、
凌し
の

ぎ
あ
い
、
の
意
味
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
シ
ー
ズ

ン
を
戦
い
抜
き
ま
す
。
今
回
は
、
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
を
機
に
、
地
域

密
着
型
の
県
民
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、愛
媛
Ｆ
Ｃ
を
取
材
し
ま
し
た
。
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湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
は
、
前
節
を
終
え

て
Ｊ
２
首
位
の
強
豪
チ
ー
ム
。
対
す
る

愛
媛
Ｆ
Ｃ
は
、
10
位
な
が
ら
今
シ
ー
ズ

ン
、
ホ
ー
ム
で
は
無
敗
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
３
５
２
０
人
の
フ
ァ
ン
が
詰
め

か
け
ま
し
た
。　

　

序
盤
か
ら
試
合
を
優
位
に
進
め
る
愛

媛
Ｆ
Ｃ
は
、
前
半
27
分
に
有
田
選
手
の

シ
ュ
ー
ト
で
先
制
。
さ
ら
に
前
半
38
分

に
、
前
野
選
手
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー

ト
で
２
点
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

後
半
も
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
手

に
汗
握
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
後

半
23
分
に
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
村
上
選
手
が
退

　

ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
場
す
る
と
、

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
詰
め
か
け

て
い
て
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
広
く
て
き
れ
い
な
ス
タ

ジ
ア
ム
で
、
僕
も
プ
レ
ー
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

エ
ス
コ
ー
ト
は
と
て
も
緊
張
し

た
け
ど
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
選
手
と
手

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
今
日
の
試
合

は
、
ぜ
ひ
愛
媛
Ｆ
Ｃ
に
勝
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

 スタジアムの中ではライバル
同士でも、一歩スタジアムを
出ると、ここはお互いの交流
の場です。
　愛媛ＦＣ、湘南ベルマーレ
両チームのサポーターに、当
店自慢の手作りじゃこ天を食
べてもらいたいと思います。

　

エ
ス
コ
ー
ト
は
少
し
緊
張
し
た

け
ど
、
わ
く
わ
く
感
の
方
が
勝
っ

て
い
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
サ
ポ

ー
タ
ー
の
応
援
は
、
本
当
に
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
選
手
と
も
、「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
直
接
会
話

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
、
と
て
も
よ
い
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
頑
張
り
た

い
で
す
。

　

大
洲
市
が
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
対
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
試
合
が
４
月

30
日（
月
）、
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

場
と
な
り
、
数
的
不
利
に
な
る
と
試
合

は
一
転
し
ま
す
。

　

圧
倒
的
に
ゴ
ー
ル
前
に
押
し
込
ま

れ
、
防
戦
一
方
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
は
、
試
合

終
盤
に
１
点
を
返
さ
れ
る
も
の
の
、
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
猛
追
を
か
わ
し
、
２

対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
喜
び
合
う
選
手
た
ち

に
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は

立
ち
上
が
り
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
順
位
は
９
位
。

（
５
月
１
日
時
点
）
今
季
こ
そ
、
上
位

進
出
を
期
待
さ
せ
る
、
素
晴
ら
し
い
内

容
の
試
合
で
し
た
。

エスコートキッズ
菅田サッカースポーツ少年団
田中　和

かず

誠
なり

　さん

物
産
販
売
に
参
加
し
た

　
　
じ
ゃ
こ
て
ん
や
下
坂

　
　
　
　
下
坂
　
ツ
ル
子
　

さ
ん

エスコートキッズ
新谷サッカースポーツ少年団
中野　達

たつ

貴
き

　さん

愛媛ＦＣの先制ゴール

後半の湘南の猛攻
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「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
愛
媛
」
を
合
い
言
葉
に
、

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
に
貢

献
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　愛媛ＦＣに入団して５年目になります。単身
で愛媛に来ていますが、近所の人たちは温かく
接してくれてありがたく感じています。
　地域活動では、サッカースクールや人権啓発
活動などに参加しましたが、中でも印象的なの
は、小学生と一緒に給食を食べてコミュニケー
ションを図る給食先生です。子どもたちとふれ
あいが持て、楽しかったです。
　今、チームは自分たちのサッカーができてい
て、悪い状態ではありません。しっかり点を取
って勝ちにつなげていきたいと思います。
　僕は昔からサッカーが好きで、小さい頃から
Ｊリーガーになるという夢を追いかけていまし
た。愛媛の子どもたちにも、夢を持って「今」
を一生懸命過ごしてほしいと思います。

　バルバリッチ監督は、一つひとつのプレーに関
して細かく指導してくれます。勝利が求められる
この世界では、本当にいい監督だと思います。
　練習では、監督が求めていることを基本としな
がらも、その中に自分たちのアイデアを盛り込む
ようにしています。この意識の繰り返しが、勝負
時での最良の判断に繋がると思っています。
　僕たちは、Ｊ１に行くという気持ちを常に持
ち、全力でプレーをしています。今後も、サポ
ーターのみなさんと一緒に、勝利の喜びを共有
できたら嬉しいです。
　大洲市のみなさんもスタジアムに来て、一緒
にサッカーの楽しさを感じてください。
　これからも、みなさんの応援をよろしくお願
いします。

愛媛ＦＣ　ＭＦ17
大山　俊

しゅん

輔
す け

　さん
（埼玉県出身）

愛媛ＦＣ　ＤＦ7
前野　貴

たか

徳
のり

　さん
（愛媛県出身）

愛
媛
Ｆ
Ｃ
は
、
と
こ
と
ん
地
域
密
着
型
の
チ
ー
ム
で
す
！

～
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
～

1

3

2

4

1献血
2�e－Tax体験
　啓発
3�三世代ふれあ
いレクリエー
ション
4�大洲サッカー
教室
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取
材
を
申
し
込
ん
だ
４
月
25
日（
水
）、

こ
の
日
も
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
選
手
た
ち
は
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
イ
ラ
ン
ド
（
松
山
市
）

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
厳
し
い
練
習
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
バ
ル
バ

リ
ッ
チ
監
督
は
、
温
厚
で
物
静
か
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
が
、
練
習
で
は
大
き

な
声
を
出
し
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え

て
選
手
を
指
導
し
て
い
て
、
そ
の
姿
は

鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
民
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
Ｊ
２

に
昇
格
し
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た

愛
媛
Ｆ
Ｃ
。
地
域
に
密
着
し
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
続
け
る
選
手
た
ち
を
、

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　来日して ２ 年 ８ か月になります。愛媛ＦＣの監督に
就任する前は、ボスニア・ヘルツェゴビナという国の
代表コーチ、また、同国１部リーグのＦＣシロキ・ブ
リェーグの監督を務めていました。
　初めて愛媛県に来た時は、人も優しく町も整然とし
ていて、とても好印象だったことを覚えています。
　現在、チームの状態は満足できる水準にありますが、
決定力不足という点は否めません。いかにチャンスを
作るかが課題だと思っています。
　チームの目指すべきサッカーは、パスをつなぐ、早
い攻守の切り替え、相手陣内でプレッシャーをかける
ことです。そういったサッカーをチームとして達成す
るため、重点を置いて練習をしています。試合を観て
いただくと、我々の目指すサッカーに気がついてくれ
ると思います。
　選手たちは愛媛県内で、さまざまな地域活動に取り
組んでいます。愛媛ＦＣは愛媛県を代表するチームで
あり、地域活動を通して県民のみなさんと交流するこ
とは、大変有益なことです。ファンやサポーターだけ
ではなく、一般の人たちと交流することは大切なこと
だと思います。愛媛ＦＣは、愛媛県の代表として、象
徴的な存在になりたいと考えています。そのためには
地域貢献はもとより、試合の成績も上げて、クオリティ
の高いチームを作っていきます。
　サッカーは世界で最も人気の高いスポーツの一つで
あり、スポーツの域を超えて実社会の中に浸透してい
ます。愛媛ＦＣというチームが愛媛県の重要な核とな
るため、チームとして地位向上を目指します。そのた
めには、県民のみなさんの協力が必要不可欠です。み
なさんの温かい応援と協力を願っています。

愛媛ＦＣ
イヴィッツァ・バルバリッチ監督

広報大洲 ６月号5



「
龍
馬
が
ゆ
く
！
大
洲
」
１
５
０
年
記
念
事
業　

つ
い
に
開
幕
！

オープニングイベント

　
「
龍
馬
が
ゆ
く
！
大
洲
」
１
５
０
年

記
念
事
業
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
３
月
26
日（
月
）、
河
辺
ふ
る
さ
と
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
で
清
水
市
長
は
、「
坂
本
龍
馬

が
１
５
０
年
前
に
駆
け
抜
け
た
大
洲
の

地
で
、ど
ん
な
風
景
を
見
て
い
た
の
か
、

み
な
さ
ん
に
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
全
国
か
ら
集
う
龍
馬
フ
ァ
ン
の
た

め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
お
も
て
な

し
の
心
で
お
迎
え
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

墨
絵
画
家
の
茂
本
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
20
分
で
同
時
に
３
枚
の
絵
を
描
き
上

げ
た
茂
本
さ
ん
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
龍
馬
し
ゃ
も

鍋
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
、
会
場
に

集
ま
っ
た
大
勢
の
人
が
、
温
か
く
コ
ク

の
あ
る
鍋
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
脱
藩
の
道
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク

も
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
の
参
加
者
た

ち
は
、
雪
の
残
る
落
ち
葉
の
山
道
を
、

龍
馬
へ
の
思
い
に
浸
り
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
。

13

2

4

5
6

7 8

1坂本龍馬役に扮した
　清水市長
2～5茂本ヒデキチさん
　のライブパフォーマンス
6完成した墨絵
7龍馬しゃも鍋
8龍馬脱藩の道ミニウォ
　ーク
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龍馬脱藩の道　完全版をゆく！
　

４
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）に
は
、

「
案
内
人
付
き
龍
馬
脱
藩
の
道　

完
全

版
を
ゆ
く
！
」
が
実
施
さ
れ
、
73
人
の

龍
馬
フ
ァ
ン
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
洲
入
り
し
た
参
加
者
は
、
早
速
、

河
辺
に
移
動
し
、
榎
ケ
峠
付
近
～
御
幸

の
橋
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

夕
食
会
で
は
山
鳥
坂
鎮し

縄め

神
楽
が
披

露
さ
れ
、
参
加
者
を
巻
き
込
む
老お
き
な翁
の

1

2

3

4

5

1�１ 日目：御幸の橋を渡る
参加者
2�野外イベントの山鳥坂鎮
縄神楽にも参加
3�２ 日目：岳人山さんの尺
八コンサート
4�参加者を歓迎する大洲城
のキャンドル
5�最終日：港町（長浜）で
町並み散策

「
盆
の
舞
」
は
、
参
加
者
と
と
も
に
会

場
に
集
ま
っ
た
地
元
の
人
た
ち
の
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
三
杯
谷
の
滝
～
亀
の
甲
を

完
歩
し
た
一
行
は
、
そ
の
後
、
大
洲
城
で

い
も
た
き
を
味
わ
い
な
が
ら
、
岳が
く

人じ
ん

山ざ
ん

さ
ん
の
尺
八
の
音
色
と
、
大
洲
城
を
彩

る
キ
ャ
ン
ド
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
荒
天
と
な
り
、
予
定
し
て

い
た
川
下
り
脱
藩
体
験
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
龍
馬
宿
泊
の
地
・
冨
屋
金

兵
衛
邸
跡
地
や
江
湖
の
港
を
散
策
し
、

参
加
者
た
ち
は
龍
馬
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

　
「
龍
馬
が
ゆ
く
！
大
洲
」
１
５
０
年

記
念
事
業
は
12
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

神奈川県大和市　橋本　健
けん

治
じ

　さん

広島県呉市　五藤　千
ち

津
づ

子
こ

　さん

　実際に歴史ある脱藩の道を見
て、歩くことができて大変感動
しました。ガイドやスタッフの
みなさんの「おもてなし」にも、
とても満足しています。
　「龍馬しゃも鍋」は、甘口でと
てもおいしく、体が温まりまし
た。
　今回の企画は、ふとしたきっ
かけで知ったのですが、これか
らもイベントがあれば、情報を
広く発信してもらいたいと思い
ます。

　以前、大洲を訪れたことがあ
りますが、脱藩の道をたどる今
回の行程では、新たな風情を感
じることができました。
　大洲城では、あいにくの雨で
したが、これも楽しい旅の思い
出の一つです。
　初めていただいた「いもたき」
は、いもが柔らかく、とてもま
ろやかでおいしかったです。
　ガイドのみなさんの親切な対
応には、感謝の気持ちで胸がい
っぱいです。
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おおずニュース
　

大
洲
市
で
青
少
年
の
教
育
振
興
に
資

す
る
た
め
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
財

団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会
が
、
４
月
１

日
付
け
で
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
20
年
12
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
「
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財

団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
移
行
し
た
も
の
で
、
愛
媛
県
の

公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
可
を
受
け
ま

し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
と
は
、
行
政
庁
か
ら

公
益
性
を
認
定
さ
れ
た
財
団
法
人
の
こ
と

で
、「
公
益
財
団
法
人
」
と
い
う
名
称
を

優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

臥
龍
山
荘
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
出
版
の
発

表
が
４
月
13
日︵
金
︶、
臥
龍
山
荘
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
数す

寄き

屋や

造
り
の
名
建
築
で

あ
る
臥
龍
山
荘
の
千
家
十
職
の
匠
の
技

や
、
懸
け
造
り
な
ど
を
解
説
し
た
書
籍

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
23
年
５
月
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
で
臥
龍
山

荘
が
「
一
つ
星
」
に
選
定
さ
れ
た
の
を

機
に
、
調
査
・
分
析
を
行
い
、
広
く
み

な
さ
ん
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
大

洲
市
が
発
行
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
特
徴
と
し
て

は
、
細
や
か
な
と
こ
ろ
に
ま
で
職
人
の

細
工
の
行
き
届
い
て
い
る
様
子
を
多
く

の
写
真
で
解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

臥
龍
山
荘
を
建
て
た
貿
易
商
・
河こ
う
ち内
寅と
ら

次じ

郎ろ
う

氏
の
生
い
立
ち
や
、
日
本
を
代
表

す
る
建
築
家
隈く
ま

研け
ん

吾ご

氏
の
評
価
な
ど
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
矢や

个が

崎さ
き

善ぜ
ん

太た

郎ろ
う

准
教
授
の
監
修
の
も
と
、
専
門
的
な
解

説
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
、
大
洲

を
駆
け
抜
け
て
か
ら
１
５
０
年
の
節
目

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
そ

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
趣
豊

桝ま
す

山や
ま

教
育
振
興
会
が
公
益
財
団
法
人
に
移
行

臥
龍
山
荘
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
出
版
さ
れ
ま
し
た

　

桝
山
教
育
振
興
会
は
、
昭
和
56
年
、

故
桝
山
健け
ん

三ぞ
う

氏
が
私
財
を
投
じ
て
設
立

さ
れ
た
団
体
で
、
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
を
願
い
、
母
校
大
洲
高
校
を
中
心

に
、
大
洲
市
の
公
立
学
校
の
教
育
振
興

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
か
ら
以
後
30
年
に
わ
た
っ
て
大

洲
市
の
公
立
学
校
お
よ
び
教
育
関
係
団

体
に
対
し
書
籍
の
贈
呈
や
体
育
・
文
化

活
動
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
と
し
て
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
桝
山
教
育
振
興
会
は
、
今
後

も
大
洲
市
の
た
め
に
、
公
益
事
業
活
動
へ

の
協
賛
・
助
成
な
ど
を
行
い
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

か
な
臥
龍
山
荘
の
新
た
な
一
面
が
再
発

見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
書
籍
名

「
水
郷
の
数
寄
屋　

臥
龍
山
荘
」

︵
全
１
４
４
ペ
ー
ジ
︶

▽
販
売
価
格

１
５
０
０
円
︵
税
込
︶

▽
販
売
場
所

　

臥
龍
山
荘
・
大
洲
城
・
お
お
ず
赤
煉

瓦
館
・
大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」・

商
工
観
光
課
の
ほ
か
、
県
内
書
店
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
販
売
︵
ア
マ
ゾ
ン
︶、

電
子
書
籍
︵
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
︶
で
も
、

お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

大洲市中学生海外派遣事業出発式

科学体験フェスティバル

ガイドブックを執筆した中村英
え

利
り

子
こ

さん
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第
48
回
目
と
な
る
新
就
職
者
激
励
大

会
が
４
月
24
日︵
火
︶、
リ
ジ
ェ
ー
ル
大

洲
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
の
言
葉
と
し
て
、
清
水
市
長
は

「
社
会
人
は
、
答
え
が
あ
っ
た
学
生
時

代
の
教
育
と
は
違
い
、
自
分
で
問
題
を

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
多
く

の
人
と
議
論
を
交
え
、
自
分
を
磨
い
て

も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

社
会
人
の
先
輩
で
あ
る
仙
味
エ
キ
ス

株
式
会
社
の
長
富
雄ゆ
う

治じ

さ
ん
は
「
楽
し

く
仕
事
を
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
職

場
で
の
人
間
関
係
を
築
い
て
も
ら
い
た

い
。
若
い
情
熱
を
、
素
晴
ら
し
い
未
来

へ
繋
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

平
成
24
年
度　

第
48
回
新
就
職
者
激
励
大
会

　

新
就
職
者
を
代
表
し
て
、
医
療
法
人

北
斗
会
大
洲
中
央
病
院
の
武
知
雅ま
さ

之ゆ
き

さ

ん
と
株
式
会
社
愛
媛
銀
行
大
洲
支
店
の

門
田
知と
も

子こ

さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
１
年
が
経
ち
、
明
る
い
明
日
の
た
め

に
も
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。
温
も
り
あ
る
社
会

に
貢
献
し
、
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
大

切
に
し
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
新
就

職
者
や
関
係
者
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
就
職
者
た
ち
は
、
清
水
市

長
や
大
洲
商
工
会
議
所
の
井
関
会
頭
と

名
刺
交
換
を
行
う
な
ど
、
社
会
人
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

おおずニュース

　

夏
場
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
晴
天
の

も
と
、「
愛
た
い
菜
２
周
年
記
念
感
謝

祭
」
が
４
月
29
日︵
日
︶に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
活
躍

し
て
い
る
大
洲
市
出
身
の
タ
レ
ン
ト
、

ら
く
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
を
一
日
店
長
に
迎

え
た
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大

洲
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る

吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
や
豊
年
踊
り
が
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
わ
っ
し
ょ
い
！
お
祭
り
村
」

の
屋
台
が
ス
テ
ー
ジ
を
囲
む
よ
う
に
出

店
し
、
高
校
生
の
屋
台
で
は
、
愛
媛
た

い
き
農
協
の
野
菜
で
開
発
し
た
ス
イ
ー

愛
た
い
菜
２
周
年
記
念
感
謝
祭

ツ
を
、
詰
め
か
け
た
お
客
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
日
に
必
要
な
量
の
野
菜

を
食
べ
る
「
３
５
０
グ
ラ
ム
早
食
い
競

争
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
悪
戦
苦
闘

す
る
姿
に
、
会
場
か
ら
は
歓
声
と
応
援

の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
感
謝
祭
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
の
販
売
が
行
わ

れ
、
会
場
は
終
始
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
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弊
社
は
、
明
治
36
年
に
創
業

し
、そ
の
後
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

従
業
員
28
人
と
と
も
に
、
主

に
豆
腐
の
製
造
を
行
っ
て
い

て
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
小
売
店
や
各
種
施
設

な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

豆
腐
の
製
造
は
、
ま
ず
原
材

料
と
な
る
大
豆
を
水
で
洗
い
、

一
晩
中
水
に
浸
け
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
豆
腐

の
も
と
に
な
る
豆
乳
と
お
か
ら

に
分
け
、
豆
乳
を
型
枠
の
容
器

に
入
れ
プ
レ
ス
機
で
押
し
固
め

ま
す
。

　

製
造
過
程
の
中
で
最
も
重
要

な
工
程
は
、
大
豆
か
ら
抽
出
し

た
豆
乳
に
、
に
が
り
（
凝
固
剤

の
一
種
）
を
加
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
加
え
る
量
に
よ
っ
て
豆
腐

の
味
が
左
右
さ
れ
る
の
で
、
豆

乳
濃
度
、
味
な
ど
の
確
認
を
複

数
の
係
員
で
行
い
ま
す
。ま
た
、

大
豆
は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

が
な
い
た
め
、
状
態
を
見
極
め

る
力
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

製
造
時
の
課
題
は
、
大
量
の

お
か
ら
が
出
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
弊
社
で
は
お

か
ら
の
ペ
レ
ッ
ト
化
を
目
指
し
、

固
形
燃
料
や
畜
産
の
飼
料
な
ど

に
再
利
用
で
き
な
い
か
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
食
材
の
再
利

用
は
、
食
品
会
社
に
と
っ
て
、
重

大
な
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
も
、

大
洲
産
業
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
農

商
工
業
の
連
携
を
深
め
た
事
業

に
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
で
は
、
県
内
で

も
ご
く
少
数
の
企
業
し
か
扱
っ

て
い
な
い
「
し
め
豆
腐
」
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
手
間
暇
の
か

か
る
商
品
で
す
が
、
南
予
の
伝

統
的
食
文
化
継
承
の
た
め
に
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
従
業
員
と
も

ど
も
安
全
安
心
で
、
お
い
し
い

豆
腐
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

㈲ 中 川 食 品
～安全安心な商品の提供を使命に～

◇所在地　大洲市大洲
◇電　話　24－2881

野　鳥

チュウサギ（中鷺）
ペリカン目　サギ科
大きさ69㎝

　夏鳥として、東南アジアなどからやって来るサ
ギの仲間です。大きさはコサギより少し大きめで、
群れをつくらず、多くても数羽で乾いた草地など
で餌を捕っています。個体数も少なく、準絶滅危
惧種に指定されています。田んぼや畑に群がるシ
ラサギ類はどれも同じに見えますが、じっくり観
察すると、オレンジがかったアマサギ、足の指先
が黄色いコサギ、大きくて目先が緑がかったダイ
サギ、そしてくちばしが黄色くて先端部が黒い本
種と、いろいろな種類が混じってトラクターの後
を追いかけているのを目にします。一昔なら牛の
後を付いて歩いていたのでしょうが、彼らも人間
の生活スタイルにちゃっかり便乗して、たくまし
く命をつないでいます。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財

宇
う

津
づ

のモッコク
大洲市指定天然記念物
個人所有

　江戸時代、宇津村の庄
屋を務めた大野家の墓地
の一隅にある本樹は、樹
高約１３ｍ、根回り１１ｍ、
目通り周２.7ｍになり、樹
齢は約３００年と推定されます。
　モッコクは、山に野生したものが多く見られま
すが、この木は大野家が墓を造る際に植栽したか、
野生樹を保護したものと思われます。
　本樹は、市内のモッコクの中でも最大のもので、
同じ敷地内にあるネズミサシも天然記念物に指定
されています。

　（昭和37年11月 ３ 日指定）

シリーズ
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

　

明
治
の
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
の
鎖

国
政
策
か
ら
世
界
の
荒
波
の
中
へ
日

本
丸
が
出し
ゅ
っ
ぱ
ん帆し
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
国

と
の
新
し
い
関
係
を
築
き
あ
げ
る
た

め
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
思
い
で
日

本
の
変
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

殖
産
興
業
と
い
う
名
の
も
と
に
官

営
鉄
道
や
汽
船
が
発
足
す
る
と
と
も

に
、
鉱
山
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
群

馬
県
に
は
、
富
岡
製
糸
場
な
ど
の
官

営
工
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米

化
が
進
み
、
日
本
の
旧
来
の
文
化
が

変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
に
、

純
和
風
の
茶
室
を
主
体
と
し
た
臥
龍

山
荘
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
洲

と
い
う
地
域
が
、
経
済
的
に
も
文
化

的
に
も
当
時
の
日
本
の
風
潮
を
跳
ね

返
す
だ
け
の
力
を
秘
め
て
い
た
証
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
臥
龍
山
荘

は
明
治
33
年
か
ら
順
次
着
工
さ
れ
、

明
治
40
年
に
竣
工
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
代
は
、
昨
年
ま
で
足
か
け
３
年

に
わ
た
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

と
し
て
放
送
さ
れ
た「
坂
の
上
の
雲
」

の
場
面
と
同
時
代
で
、
日
清
・
日
露

戦
争
の
時
代
で
あ
り
、
女じ
ょ

工こ
う

哀あ
い

史し

の

時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
代
に

日
本
の
「
わ
び
・
さ
び
」
の
文
化
を

継
承
し
た
臥
龍
山
荘
を
建
築
し
た
河

内
寅
次
郎
氏
は
、
肱
川
や
対
岸
の
冨

士
山
を
借
景
と
し
て
、
四
季
の
移
ろ

い
の
中
で
、
木も
く

蝋ろ
う

貿
易
の
世
界
地
図

を
頭
に
浮
か
べ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
臥
龍
山
荘
は
昨
年
、
日
本

全
国
を
紹
介
す
る
世
界
の
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で

一
つ
星
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臥
龍
山
荘
を
徹
底
的
に
解
説
し

た
「
水
郷
の
数
寄
屋
・
臥
龍
山
荘
」

を
書
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
大
洲
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

︵
８
ペ
ー
ジ
に
紹
介
︶

大
洲
の
歴
史
の
中
の
臥
龍
山
荘

★

★

お
お
ず
の
女
性 

～
輝
い
て
今
～

　
　
平
成
24
年
度
「
大
洲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会
」

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
大
洲
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
総
会
が
４
月
27
日︵
金
︶、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︵
食
生
活
改

善
推
進
員
︶
が
総
勢
１
９
６
人
集
ま
り
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
や
本
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
住
民
の
健
康
づ
く
り

と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
地
元

に
根
付
い
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
冒
頭
で
、冨
永
裕ひ
ろ

代よ

会
長
は「
昨

年
は
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
大
洲
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
の
周
知
を
図
っ
た
。
被
災

地
へ
の
義
援
金
も
多
く
集
ま
り
、
今
後

と
も
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
で
出
席
し
た
清
水
市
長
は
「
食

事
を
作
っ
て
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
あ
る
。
今
年
完
成
す
る

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大

洲
産
の
食
材
を
多
く
使
用
し
て
い
き
た

い
。
今
後
は
、
お
い
し
い
と
健
康
が
大

洲
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
、技
術
力
を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾
の

村
松
つ
ね
さ
ん
を
講
師
に
﹃
栄
養
・
運

動
・
休
養
で
、
こ
こ
ろ
元
気
に
！
﹄
と

題
し
た
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
松

さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
は
地
域
や
家
族
の

中
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
と
思
う
。

命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
正
し
い
知

識
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研修の様子

広報大洲 ６月号11



まちのわだい

大きく元気に育ってね
～稚アユの放流～

今年も盛況でした
～沖浦観音春季大祭～

交通安全をこころがけましょう
～交通茶屋～

大空を元気に泳ぎました
～大川鯉のぼり川渡し～

　肱川での豊漁とうかいの成功を目的に、稚アユの放
流が肱川如法寺河原で行われました。
　この日放流されたのは約 ２万尾の稚アユで、２１人の
肱南保育所園児たちが放流のお手伝いをしました。園
児たちは「大きく元気に育ってね」と声をかけながら、
稚アユを優しく川に放していました。
　稚アユの体長は ７～ ８センチで、漁の解禁となる ６
月には２０センチ前後に成長するということです。

　国の重要文化財の「木造十一面観音立像」が安置さ
れている長浜町沖浦の瑞

ずい

龍
りゅう

寺
じ

にて、沖浦観音春季大
祭が開催されました。
　この日は晴天に恵まれ、市内外から多くの参拝者が
訪れて、大変なにぎわいとなりました。また、恒例の
餅まきの時間には、境内は参拝者で埋め尽くされ、歓
声と笑顔があふれていました。

　大洲警察署、大洲交通安全協会河辺支部、交通指導
員のみなさんが、河辺支所前で交通茶屋を行いまし
た。これは ４ 月 ６ 日から１５日までの１０日間、「安全は
目配り気配り　思いやり」を統一スローガンに、春の
全国交通安全運動が実施されるのに伴い行われたも
のです。
　交通茶屋ではチラシなどを配布して、運転者にシー
トベルトの着用と、安全運転の徹底を呼びかけました。

　第 ５回目となる大川鯉のぼり川渡しが、大川地区の
大成橋上流で行われました。
　今回は龍馬脱藩１５０年を記念して、龍馬役に扮した
らくさぶろうさんが川を下って登場し、会場を沸かせ
ていました。
　この日は風が強く、２本のワイヤーに設置された約
２００匹の鯉のぼりが大空を元気に泳ぎ、訪れた人の目
を楽しませていました。

４ 月２３日㈪ ４月 ６日㈮

４月17日㈫５月 ３日㈭
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Information

【
開
催
日
時
】

７
月
29
日
㈰
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

【
開
催
場
所
】

一
級
河
川
肱
川
、
肱
川
緑
地
公
園
ほ
か

【
競
技
種
目
】

　
小
学
生
部
門

▽
男
子
・
女
子
の
部
（
３
～
６
年
生
）

▽
駅
伝
の
部

（
３
人
１
組
、
学
年
・
男
女
混
合
可
）

　
中
学
生
部
門   （
学
年
区
分
な
し
）

▽
男
子
・
女
子
の
部

▽
駅
伝
の
部

（
３
人
１
組
、
学
年
・
男
女
混
合
可
）

　
高
校
生
部
門   （
学
年
区
分
な
し
）

▽
男
子
・
女
子
の
部

▽
駅
伝
の
部

（
３
人
１
組
、
学
年
・
男
女
混
合
可
）

【
競
技
内
容
】

▽
小
学
生
部
門
（
制
限
時
間
50
分
）

ス
イ
ム
１
０
０
㍍　

→　

バ
イ
ク
６
㌔

→　

ラ
ン
２
㌔

▽
中
学
生
・
高
校
生
部
門

　
　
　
　
　

 　
（
制
限
時
間
60
分
）

ス
イ
ム
２
０
０
㍍　

→　

バ
イ
ク
10
㌔

→　

ラ
ン
４
㌔

※�

増
水
時
は
、
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
（
ス
イ
ム

を
ラ
ン
に
変
更
）
と
し
て
実
施
予
定

　
第
18
回
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

【
定　

員
】

１
５
０
人
（
各
部
門
の
合
計
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

（
駅
伝
は
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
）

※
納
入
期
限
７
月
５
日
㈭
午
後
５
時

【
申
込
期
間
】

６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
８
９
１
番
地
１

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
３
４

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
７
７
２
７
）

FAX
㉓
５
７
６
０

う
か
い
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト

　

今
年
も
６
月
１
日
㈮
よ
り
、
大
洲
の

夏
の
風
物
詩
う
か
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
洲
の
う
か
い
は
、
鵜う

船ぶ
ね

を
屋
形
船

が
取
り
囲
み
、
鵜
が
ア
ユ
を
捕
る
姿
を

手
が
届
き
そ
う
な
く
ら
い
の
距
離
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
郷
土
の
誇
る
伝
統
文
化
「
大

洲
の
う
か
い
」
を
親
し
い
仲
間
や
ご
家

族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
夜
う
か
い

【
実
施
期
間
】

６
月
１
日
㈮
～
９
月
20
日
㈭

【
観
覧
時
間
】

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分　

【
乗
船
場
】

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
ま
た
は

如
法
寺
河
原

【
下
船
場
】
大
洲
城
下

【
料　

金
】

▽
小
型
船
（
定
員
10
人
）　

２
万
６
２
５
０
円

▽
大
型
船
（
定
員
18
人
）

３
万
６
７
５
０
円

▽
案
内
人
付
乗
合
船

大
人
（
中
学
生
以
上
）�

３
５
０
０
円

子
ど
も
（
５
歳
以
上
）�

２
０
０
０
円

【
う
か
い
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
】

　

６
月
１
日
、
６
月
・
７
月
・
９
月
の

毎
週
水
曜
日
、
９
月
20
日
は
、
貸
切
船

料
金
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。

○
昼
う
か
い

【
実
施
期
間
】

６
月
～
９
月
の
毎
週
日
曜
日
お
よ
び

８
月
13
日
～
15
日
（
お
盆
）

【
観
覧
時
間
】

正
午
～
午
後
１
時
30
分

【
乗
船
場
】
如
法
寺
河
原

【
下
船
場
】
大
洲
城
下

【
料　

金
】

▽
小
型
船
（
定
員
10
人
）

１
万
５
０
０
０
円

▽
大
型
船
（
定
員
18
人
）

２
万
３
０
０
０
円

▽
案
内
人
付
乗
合
船　

大
人
（
中
学
生
以
上
）�

２
５
０
０
円

子
ど
も
（
５
歳
以
上
）�

１
５
０
０
円

【
案
内
・
申
し
込
み
先
】

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

☎
㉔
７
０
１
１
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お し ら せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に
つ
い
て

　

ご
家
庭
に
設
置
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
で
有
効
期
間
が
８
年

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
大

洲
市
で
は
、
適
正
な
検
針
を
行
う
た
め

に
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
有
効
期
間
内
に

取
り
替
え
ま
す
。
市
内
の
指
定
工
事
業

者
が
、
次
の
期
間
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を

取
り
替
え
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
取
り
替
え
に
関
し
て
料

金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
54
回
水
道
週
間　
︵
６
月
１
日
～
７
日
︶
ス
ロ
ー
ガ
ン

さ
あ
今
日
も　

水
と
元
気
が　

蛇
口
か
ら

６
月
１
日
か
ら
水
道
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
水
の
大
切
さ

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

現
在
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
２
か
月
に

一
度
、
写
真
の
よ
う
な
マ
ー
ク
入
り
ベ

ス
ト
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
検
針
員
が
検
針
し
て
い
ま
す
。

　

検
針
は
水
道
使
用
量
を
確
認
し
、
水

道
料
金
を
算
定
す
る
も
っ
と
も
大
切
な

業
務
で
す
。
い
つ
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
検

針
が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
点
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▽�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

ペ
ッ
ト
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲
は
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ
水
道
工
事
は
、
ど
こ
に
頼
ん
だ

ら
い
い
の
？

Ａ　

水
道
は
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
水
道
の
新
設
・
改
造
・
修

理
・
撤
去
な
ど
の
工
事
を
行
う
時
は
、

必
ず
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指

定
工
事
業
者
）へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
の
業
者
で
あ
っ
て
も
、

大
洲
市
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
道
の
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、

お
気
軽
に
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｑ
水
道
代
が
高
く
な
っ
た
！

Ａ　

漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
の
発
見
方
法
は
、
家
庭
の
蛇
口

を
全
て
閉
め
て
か
ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
丸
い
形
状
）

を
見
る
と
分
か
り
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
動
い
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
漏
水
し
て
い
た
ら
、
指
定
工
事

実
施
月

実
施
地
区

６
月

大
洲
・
中
村
・
市
木
・

徳
森

７
月

柚
木
・
若
宮
・
五
郎
・
田
口
・

東
大
洲
・
東
若
宮
・

平
野
町
保
子
野
区
・

平
野
町
日
浦
区
・

大
成
地
区
・
肱
川
地
区
・

河
辺
地
区

８
月

平
野
町･

南
久
米
・

菅
田
町
・
春
賀

９
月

西
大
洲
・
阿
蔵
・
新
谷
・

喜
多
山
・
恋
木
・
八
多
喜
・

上
須
戒

10
月

長
浜
（
奇
数
月
検
針
地
区
）

11
月

長
浜
（
偶
数
月
検
針
地
区
）

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

修
理
費
用
は
、
使
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
指
定
工
事
業
者
ま

た
は
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。Ｑ

水
道
課
か
ら
委
託
し
て
、
訪
問

販
売
を
す
る
こ
と
は
あ
る
の
？

Ａ　
「
水
道
水
を
調
べ
て
い
る
」
な
ど

と
水
質
検
査
を
装
っ
た
り
、「
水
道
課

の
指
導
で
」
な
ど
と
公
的
機
関
か
ら
の

指
導
と
装
っ
て
訪
問
し
、
水
を
検
査
し

た
後
、
化
学
的
反
応
を
悪
用
し
て
水

に
色
を
つ
け
、「
こ
の
水
は
有
害
で
す
」

な
ど
と
偽
り
、
浄
水
器
の
購
入
を
勧
誘

す
る
業
者
が
い
ま
す
。

　

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、
訪

問
販
売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業
者
に

販
売
を
委
託
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
業
者
が

訪
ね
て
き
た
ら
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

検針業務風景
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Information

　

毎
年
、
肱
川
地
域
会
議
水
中
め
が
ね

の
主
催
に
よ
る
、
矢
落
川
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
４
月
７

日（
土
）に
行
わ
れ
、
多
く
の
地
域
住
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
中
め
が
ね
の
坂
本
芳よ
し

則の
り

会
長
は

「
11
年
間
清
掃
活
動
を
行
っ
て
き
た
の

で
、
矢
落
川
も
少
し
は
き
れ
い
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
、
き
れ
い

な
肱
川
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
矢
落
川
の
堤
防

や
川
の
中
で
捨
て
ら
れ
た
傘
、空
き
缶
、

袋
な
ど
を
拾
い
、
多
く
の
ご
み
を
集
め

ま
し
た
。

　

水
中
め
が
ね
は
年
間
を
通
し
て
、
い

く
つ
か
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

工事店名 所在地 電話番号 工事店名 所在地 電話番号
伊予屋住設 大　洲 24－2541 久保建設㈱ 蔵　川 27－0757
㈲三原設備 大　洲 24－3783 ㈱宮元建設 新　谷 25－0242
中央建設㈱ 柚　木 24－3556 向成建設㈱ 新　谷 25－3150
㈾矢野金物店 中　村 24－3043 ㈲オクダ設備 新　谷 25－4107
㈲大和開発 中　村 25－3776 ㈲佐々木鉄工 春　賀 26－0875
村上工業㈱ 若　宮 24－3141 樹設備 多　田 26－1255
㈲南予水道住設 若　宮 23－2352 久保鉄工所 八多喜 26－0537
㈲菊地浄化槽センター 五　郎 24－0013 ㈲星加水道設備 八多喜 26－0020
㈱土居鉄工所 東大洲 24－4519 好崎鉄工 米　津 26－0720
ＪＡ愛媛たいき 東大洲 24－4181 笹田水道 長　浜 52－2891
㈲神田鉄工所 東大洲 24－4122 矢野ガス㈱ 長　浜 52－0420
㈲曽根プロパン販売所 東大洲 24－3522 ㈲池内石油店 長　浜 52－0448
㈲丸電工業 東大洲 24－5351 ㈲鈴木ガス商会 長　浜 52－0358
㈲いの水道設備 田　口 24－2216 ㈲満野大商店 長　浜 52－0013
マスダ水道設備 市　木 25－4178 米田設備工業 長　浜 52－2713
㈱西田興産 徳　森 25－0211 河内設備商会 下須戒 52－0503
城戸電業社 徳　森 25－2944 ダイワ設備工業 下須戒 52－1289
㈲内田電気水道設備 徳　森 25－2858 ㈲住吉産業 上老松 52－1531
谷本建設工業㈱ 平　野 24－5161 鹿野川ガス販売所 山鳥坂 34－2701
㈱四電工大洲営業所 北　只 24－4595 ㈱ひじ建 山鳥坂 34－2111
㈲アサノ設備 北　只 24－0783 上田建設㈱ 宇和川 34－2011
タマル家電サービス 松　尾 24－0518 川上建設㈲ 名荷谷 34－2101
神南設備 菅　田 25－4684 三瀬建設㈱ 予子林 34－2911
城戸設備工業 菅　田 25－1175 北川商店 植　松 39－2303
松浦建設㈱ 菅　田 25－5335 富永建設㈱ 植　松 39－2011

市内の指定給水装置工事事業者

【問い合わせ先】水道課　☎24－3753（直通）

清掃活動に精を出す参加者

　
肱
川
を
美
し
く

～
矢
落
川
大
清
掃
～
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お し ら せ

保
険
料

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
人
に
納

め
て
も
ら
う
保
険
料
と
公
費
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

40
～
64
歳
の
人
の
保
険
料
は
、
各
種

健
康
保
険
で
納
め
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
直
接
市
町

村
に
納
付
し
ま
す
。
金
額
は
、
毎
年
７

月
に
住
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
状
況

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
必
要
と
す
る
サ

ー
ビ
ス
量
や
65
歳
以
上
の
人
数
に
よ
っ

て
、
３
年
ご
と
に
保
険
料
が
見
直
さ
れ

ま
す
。
大
洲
市
で
も
、
介
護
保
険
に
関

す
る
事
業
計
画
を
見
直
し
、
平
成
24
年

度
か
ら
新
た
な
保
険
料
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

納
付
方
法

　

納
付
方
法
は
年
金
額
に
よ
っ
て
２
種

類
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

は
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座
振
替
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

取
り
扱
い
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

は
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※�

年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
で
も
、

一
定
期
間
「
普
通
徴
収
」
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
。

▽�

年
度
の
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か
ら

転
入
し
た
。

▽
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変
わ
っ
た
。

▽�

年
金
の
現
況
届
の
出
し
忘
れ
な
ど
で
、

年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
１
６
６
・
１
６
７
）

段階 対象者 保険料率 保険料年額

第１段階
・生活保護受給者
・�老齢年金受給者で世帯全員が住民
税非課税

基準額×0.5 27,200円

第２段階
・�世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下

第３段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、第２
段階に該当しない 基準額×0.75 40,800円

第４段階 ・�世帯内に住民税課税者がいて、本
人が住民税非課税 基準額 54,300円

第５段階 ・�本人が住民税課税者で、前年の合
計所得金額が190万円未満 基準額×1.25 67,900円

第６段階 ・�本人が住民税課税者で、前年の合
計所得金額が190万円以上 基準額×1.5 81,500円

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な

っ
て
も
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支

え
て
い
こ
う
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　保険料は、本人の住民税の課税状況や所得状況、同一世帯内の家族の課税状
況によって決まります。

平成24年度の保険料
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Information

①
特
定
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
行
い
、
特
定
高
齢
者
（
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
恐
れ
の

高
い
高
齢
者
）
に
該
当
し
た
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
最
寄
り
の
公
民
館
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施
す
る
「
介
護
予
防
教
室
」

▽
一
部
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
「
特
定
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

（
生
活
機
能
の
低
下
が
著
し
い
人
が
対
象
で
す
。）

②
一
般
の
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　

特
定
高
齢
者
に
該
当
し
な
か
っ
た
人
は
、

各
地
区
の
転
倒
予
防
教
室
や
介
護
予
防
に
関

す
る
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
全
て
の
高
齢
者
に
対
す
る
支
援

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
や

紹
介
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
権
利

や
安
全
を
守
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

大
洲
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
１
４
（
直
通
）

地
域
支
援
事
業

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
内
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、
分
割
納
付
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
が
い
っ
た
ん
全
額
負

担
と
な
り
、
申
請
に
よ
り
後
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険
給
付
が
一
時
差
し

止
め
に
な
っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
と
相
殺
さ
れ

た
り
し
ま
す
。

２
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

※�

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
、
一
時
的
に
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
減
免
措
置
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
６
６
・
１
６
７
）

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
４
（
直
通
）

肱
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
４
７
（
直
通
）

河
辺
支
所
地
域
振
興
課

☎
㊴
２
１
１
３
（
直
通
）

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
力
で
活
動
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
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お し ら せ

  職員を募集します
共通受験資格
日本国籍を有する人
地方公務員法第16条（成年被後見人など）に該当しない人

【市役所】
【問い合わせ先】
人事秘書課　☎24－2111（内線311）
詳しくは大洲市公式ホームページをご覧ください。

▽一般募集（受付期間：５月28日㈪～６月15日㈮）

▽職務経験者募集（受付期間：５月28日㈪～８月31日㈮）

※一般募集と職務経験者募集は、併願することはできません。

採用予定職種 人数 受験資格

事務職（大学卒） ５人 昭和54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、平成25年 3 月末までに大学を
卒業（見込み）の人

技術職・土木（大学卒） 1人 昭和54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、大学において土木工学に関す
る学科を専攻し、平成25年 3 月末までに大学を卒業（見込み）の人

技術職・建築（大学卒） 1人 昭和54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、大学において建築工学に関す
る学科を専攻し、平成25年 3 月末までに大学を卒業（見込み）の人

社会福祉士 1人 昭和54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、社会福祉士の資格を有する人
または平成25年に実施される国家試験に合格し資格取得見込みの人

保育士 ３人 昭和54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人また
は平成25年 3 月末までに資格取得見込みの人

採用予定職種 人数 受験資格

技術職・建築 1人 昭和47 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、１級建築士の資格を有する人

【とみす寮】
受付期間：５月28日㈪～６月15日㈮
【問い合わせ先】
特別養護老人ホームとみす寮　☎23－0210

採用予定職種 人数 受験資格

看護師 1人 昭和52年 4 月 2 日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人また
は平成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

介護職員 ２人 昭和57年 4 月 2 日以降に生まれた人で、介護福祉士の免許を有する人
または平成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人
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Information

　市政は、市民のみなさんの信託のもと常に市
民に開かれたものとして運営されなければなり
ません。大洲市情報公開条例は、「市民の市政
に対する理解と信頼を深め、市民参加による公
正で民主的な開かれた市政を推進する」ために
制定されたものです。

情報公開制度の運用状況
公文書公開請求 24件 

公開決定など

公開決定 20件 
うち全部公開 6件 
　　部分公開 14件 
非公開決定 0件 
その他 4件 

不服申し立て 0件 
（平成23年 4 月 1 日～平成24年 3 月31日）

【問い合わせ先】
情報管理課情報統計係　☎24－2111（内線375）

　平成23年度
　個人情報保護制度の運用状況

　平成23年度
　情報公開制度の運用状況

　大洲市における個人情報取扱事務の届出件数
は、3,284件です。				  
　また、平成23年度の個人情報の開示などの請
求については、14件の開示請求がありました。	
　その処理状況は、次のとおりです。			

個人情報の請求件数と処理状況
請求
区分

請求
件数 開示 不開示 請　求

取り下げ
不 服 
申し立て

市　長 開示 7件 7件 0件 0件 0件

農　業 
委員会 開示 1件 1件 0件 0件 0件

病院事業 
管理者 開示 6件 6件 0件 0件 0件

合　計 14件 14件 0 件 0 件 0 件
（平成23年 ４ 月 １ 日～平成24年 ３ 月31日）

【問い合わせ先】
情報管理課電算係　☎24－2111（内線373）

【大洲病院】
受付期間：５月28日㈪～６月15日㈮
【問い合わせ先】
市立大洲病院　☎24－2151
詳しくは市立大洲病院ホームページをご覧ください。

採用予定職種 人数 受験資格

看護師 若干名 昭和47年 4 月 2 日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人または平
成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

臨床検査技師 ２人 昭和47年 4 月 2 日以降に生まれた人で、臨床検査技師の免許を有する人ま
たは平成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

管理栄養士 ２人 昭和47年 4 月 2 日以降に生まれた人で、管理栄養士の免許を有する人また
は平成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

作業療法士 １人 昭和57年 4 月 2 日以降に生まれた人で、作業療法士の免許を有する人また
は平成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

言語聴覚士 １人 昭和57年 4 月 2 日以降に生まれた人で、言語聴覚士の免許を有する人また
は平成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

薬剤師 ２人 昭和57年 4 月 2 日以降に生まれた人で、薬剤師の免許を有する人または平
成25年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人
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お し ら せ
　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
は
、
全
額
納
付
し
た
時
に
比
べ
、

将
来
受
け
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
免
除
を
受
け

た
月
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。
追
納
額
に
つ
い
て
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

※�

平
成
21
年
度
分
以
前
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
市
民
係

☎
㉔
１
７
１
０
（
直
通
）

長
浜
支
所
地
域
振
興
課

☎
�
１
１
１
３
（
直
通
）

肱
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
３
１
（
直
通
）

河
辺
支
所
地
域
振
興
課

☎
㊴
２
１
１
３
（
直
通
）

　�

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　民生委員・児童委員の逝去に伴い、厚生労働
大臣より新たに委員が委嘱されました。
　なお、今回委嘱された委員の任期は、平成25
年11月30日までです。

新任委員名 電話番号 担当地区など 前委員名

一
いちのみや

宮和
かず

子
こ

57-0452

中(109)、 中 央
(110)、下(111)、
上(112)、 朝 日
(113)、奥(114)
（長浜地区）

菊地邦
くに

求
もと

（敬称略）
【問い合わせ先】
社会福祉課地域福祉係　☎24－1715（直通）
長浜支所地域振興課　　☎52－1114（直通）
肱川支所地域振興課　　☎34－2347（直通）
河辺支所地域振興課　　☎39－2113（直通）

　国土調査を実施します 　新たに民生委員・児童委員が
　委嘱されました

　国土調査（地籍調査）は、一筆ごとの土地に
ついて、その所有者、地番、地目および境界に
関する調査確認を行い、その後、境界に関する
測量と面積を測定し、その成果として、地図（地
籍図）と簿冊（地籍簿）を作成する調査のこと
です。調査結果は、まちづくり、公共事業、税
務、災害復旧など、土地に関するさまざまな分
野で利活用されます。
　調査に先立って、地元説明会を開催しながら
関係地権者のご協力を求め、地籍調査を始める
体制をつくります。該当者には案内を送付しま
すので、参加をお願いします。

【実施区域】
大字新谷および大字長浜の一部

【問い合わせ先】
農林水産課国土調査係
☎24－２１１１（内線２２９）

　 全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除
平成１４年度 14,940 　 7,470 　
平成１５年度 14,720 　 7,360 　
平成１６年度 14,510 　 7,260 　
平成１７年度 14,560 　 7,280 　
平成１８年度 14,610 11,950 7,300   3,650
平成１９年度 14,640 10,970 7,320 3,650
平成２０年度 14,760 11,070 7,370 3,690
平成２１年度 14,840 11,120 7,420 3,700
平成２２年度 15,100 11,320 7,550 3,770
平成２３年度 15,020 11,260 7,510 3,750

【平成２４年度に追納する場合の金額（月分）】� 単位：円

　�

耕
作
放
棄
地
対
策
施
設
整
備
事
業

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

農
地
の
有
効
利
用
お
よ
び
地
域
農
林

業
の
活
性
化
を
促
し
、
耕
作
放
棄
地
減

少
を
図
る
目
的
で
、
耕
作
放
棄
地
対
策

施
設
整
備
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

３
年
以
上
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
る

農
地
お
よ
び
た
ば
こ
の
廃
作
な
ど
、
自

己
の
責
に
よ
ら
な
い
事
由
に
よ
り
、
作

物
の
転
換
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
農

地
を
耕
作
す
る
人

【
対
象
経
費
の
範
囲
】

　

園
芸
お
よ
び
き
の
こ
栽
培
に
伴
う
施

設
、設
備
の
新
設
に
か
か
る
資
材
費
で
、

１
施
設
あ
た
り
10
万
円
を
超
え
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
】

　

資
材
費
に
30
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
た

額
で
、
上
限
を
30
万
円
と
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

新
設
前
に
事
業
計
画
書
と
補
助
金
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
林
水
産
課
営
農
水
産
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）
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Information

　

東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模

地
震
に
備
え
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
補
助
金
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
補
助
の
対
象
住
宅
】

▽�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

▽�

階
数
が
２
階
建
て
以
下
で
、
延
べ
面
積

が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

▽
構
造
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
工
法

【
補
助
金
の
額
】

耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２

以
内
の
額
と
し
、
４
万
円
を
限
度

【
受
付
期
間
な
ど
】

▽
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈮

▽
申
込
戸
数　

５
戸
（
受
付
先
着
順
）

【
耐
震
改
修
工
事
補
助
の
対
象
住
宅
】

右
記
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
補
強
工
事

が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
地
震
に
対
し
て

安
全
な
構
造
と
な
る
よ
う
に
補
強
工
事

を
行
う
住
宅

【
補
助
の
対
象
者
】

▽
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

【
補
助
金
の
額
】

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
３
分

　�

耐
震
診
断・
耐
震
改
修
工
事

の
補
助
に
関
す
る
お
知
ら
せ

の
２
以
内
の
額
と
し
、
84
万
円
を
限
度

※�

耐
震
改
修
工
事
に
直
接
関
係
し
な
い

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
工
事
や
、
設
計

費
用
、
工
事
監
理
費
用
は
対
象
外

【
受
付
期
間
な
ど
】

▽
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈮

▽
申
込
戸
数　

５
戸
（
受
付
先
着
順
）

　

�

民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
調
査
の
補
助
に
関
す

る
お
知
ら
せ

【
対
象
と
な
る
建
築
物
】

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工
さ
れ

て
い
る
恐
れ
の
あ
る
民
間
建
築
物
で
、

交
付
要
綱
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の

【
対
象
と
な
る
含
有
調
査
】

Ｊ
Ｉ
Ｓ　

Ａ
１
４
８
１
「
建
材
中
の
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
測
定
方
法
」
に
よ

る
調
査

【
補
助
金
の
額
】

調
査
に
要
し
た
費
用
以
内
で
、
１
棟
に

つ
き
25
万
円
を
限
度

【
受
付
期
間
】

６
月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈮

（
申
請
先
着
順
・
予
算
の
範
囲
内
で
受

け
付
け
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
建
築
係　

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
２
７
３
・
２
７
４
）

　

耕
作
目
的
で
の
農
地
取
得
や
貸
借

の
許
可
要
件
で
あ
る
下
限
面
積
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
会
が
地
域
の
農
業
経
営

の
状
況
な
ど
を
参
考
に
別
段
の
面
積
を

定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
農
業
委
員
会
で
は
、
３
月
の

農
業
委
員
会
定
例
総
会
に
お
い
て
、
新

規
就
農
を
促
進
し
、
農
地
の
有
効
活
用

と
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
る
た
め
、
大

洲
地
域
の
一
部
に
つ
い
て
、
50
㌃
か
ら

30
㌃
に
別
段
の
面
積
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地　域　な　ど
下限（別段）面積

新 旧

大洲地域

平 野 地 区
南久米地区
大 川 地 区
柳 沢 地 区
上須戒地区

アール
３０

アール
３０

上記以外の
地 区

３０ ５０

長浜地域 全 域 ３０ ３０

肱川地域 全 域 ３０ ３０

河辺地域 全 域 ３０ ３０

　
農
地
の
取
得
や
貸
借
時
の

　
下
限
面
積（
別
段
の
面
積
）を
見
直
し
ま
し
た

下
限
面
積
と
は

　

経
営
面
積
が
小
さ
い
と
生
産
性
が

低
く
、
農
業
経
営
が
効
率
的
か
つ
安
定

的
に
継
続
し
て
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
権
利
取
得

後
の
経
営
面
積
の
下
限
を
定
め
た
も
の

で
、
北
海
道
は
２
㌶
、
都
府
県
で
は
50

㌃
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）
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お し ら せ

　音声による１１９番通報が困難な場合は、ＦＡＸに
よる通報ができます。
【手　順】
①�　必要事項を用紙に記入し、ＦＡＸにより「１１９
番」（局番なし）をダイヤルして送信します。

②�　消防署ではＦＡＸを受信したら、「受信確認表」
を返信し出動します。

　�　あらかじめ、「場所」「氏名」「ＦＡＸ番号」な
どを記入した用紙を準備し、必要な時に「火
災」「救急」の別や状況を記入して送信して
ください。

　�　なお、大洲地区広域消防事務組合のホーム
ページに、ＦＡＸ送信用紙の作成例を掲載して
います。不明な点がありましたら、下記まで
お問い合わせください。

【問い合わせ先】
大洲消防本部警防課通信指令係
☎24－０１１９
http://www4.ocn.ne.jp/~ozu119/

　緊急速報メールサービスの拡大 　消防署からのお知らせ
　大洲市では、現在導入している㈱ＮＴＴドコ
モの緊急速報「エリアメール」に加え、ソフト
バンクモバイル㈱、ＫＤＤＩ㈱が提供する緊急
速報メールサービスを導入しました。大洲市の
発信する避難情報や緊急かつ重大な気象情報な
どが市内にあるサービス対応の携帯電話に送信
されます。新たな費用負担や登録・申し込みは
不要です。
※�対応機種・受信設定については各携帯電話事
業者に確認いただくか、お問い合わせください。
▽ＮＴＴドコモ
http://www.nttdocomo.co.jp/service/
safety/areamail/
▽ソフトバンク
http://mb.softbank. jp/mb/service/
urgent_news/
▽ＫＤＤＩ
http://www.au.kddi.com/notice/kinkyu_
sokuho/saigai_hinan/index.html
【問い合わせ先】危機管理課　☎24－1742（直通）

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
人
権
問
題
で
お

困
り
の
人
は
、
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

ま
た
は
松
山
地
方
法
務
局
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

【
大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

上か
み

野の

マ
リ
ヱ
（
大
洲
）

松
田　

智と
も

子こ

（
西
大
洲
）

上
田　
　

弘ひ
ろ
し

（
若
宮
）

谷
本　

京き
ょ
う

子こ

（
平
野
町
）

松
岡　

昇し
ょ
う

平へ
い

（
成
能
）

松
岡　
　

強つ
よ
し

（
八
多
喜
町
）

山
本　

康や
す

幸ゆ
き

（
喜
多
山
）

下
田　

美み

澄す
み

（
長
浜
町
下
須
戒
）

矢や

間ざ
ま

栄え

津つ

美み

（
長
浜
町
今
坊
）

上
岡　

時と
き

子こ

（
肱
川
町
名
荷
谷
）

淺
野　

卓た
く

磨ま

（
肱
川
町
予
子
林
）

福
見
都と

志し

子こ

（
河
辺
町
川
崎
）

高
橋
サ
ヱ
子
（
河
辺
町
三
嶋
）

人
権
擁
護
委
員
の
12
時
間
電
話
相
談

【
相
談
内
容
】

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
日
時
】
６
月
１
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
９
時

【
電
話
番
号
】

☎
０
１
２
０
（
４
５
９
）
７
３
７

【
相
談
担
当
者
】

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

子
ど
も
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

電
話
相
談

【
相
談
内
容
】

子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談

（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
強
化
週
間
】

６
月
25
日
㈪
～
７
月
１
日
㈰

【
電
話
番
号
】

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

【
相
談
担
当
者
】

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
６
２
０
）

　
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
　
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
　
～
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Information

　�

は
し
か（
麻
し
ん
）・
風
し

ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
中
学
１
年
生

お
よ
び
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
は
、
は
し
か
（
麻
し
ん
）・
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
過
去
に
一
度
接
種
を
受
け
て

い
る
人
も
、
も
う
一
度
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

【
平
成
24
年
度
接
種
対
象
者
】

▽
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

▽�

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

▽�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

　�

肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
ひ
ま
わ

り
の
種
ま
き
を
畑
の
前
橋
周
辺
で
行
い

ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
一
般
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
６
月
６
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
（
若
宮
）

　

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局

（
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

肱
川
出
張
所
内
）

☎
㉕
４
６
４
９
（
直
通
）

FAX
㉕
６
３
６
０

　
第
12
回
大
洲
扇
面
の
美
展

　
作
品
募
集

　

大
洲
扇
面
の
美
展
（
７
月
８
日
～
22

日
）
の
開
催
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
の
描
い
た

作
品
を
扇
子
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
締
切
】
７
月
１
日
㈰

【
応
募
要
領
】

　

規
定
の
扇
面
用
紙
に
絵
や
書
を
書
い

て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
山
荘
画

廊
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
送
付
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
３
９
８

山
荘
画
廊　
「
大
洲
扇
面
の
美
展
」
係

※�

作
品
は
扇
面
用
紙
の
ま
ま
で
展
示

し
、
展
示
終
了
後
、
希
望
が
あ
れ
ば

扇
子
に
お
仕
立
て
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
荘
画
廊 　

☎
㉔
６
６
６
３

　

市
内
に
お
い
て
独
身
男
女
が
出
会
う

機
会
を
充
実
さ
せ
、
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
独
身
男
女
の
出

会
い
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

【
補
助
制
度
の
内
容
】

▽
対
象
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
市
内
の

応
援
企
業
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

▽
補
助
金
の
上
限
額

参
加
者
１
人
に
つ
き
２
０
０
０
円

（
参
加
者
か
ら
１
０
０
０
円
以
上
の
参

加
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。）

▽
補
助
金
の
手
続
き
の
流
れ

申　
　

請
（
応
援
企
業
か
ら
市
へ
）

　
　

↓

交
付
決
定
（
市
か
ら
応
援
企
業
へ
）

　
　

↓

イ
ベ
ン
ト
実
施
（
応
援
企
業
）　

　
　

↓

実
績
報
告
（
応
援
企
業
か
ら
市
へ
）

請　
　

求
（
応
援
企
業
か
ら
市
へ
）

　
　

↓

補
助
金
交
付
（
市
か
ら
応
援
企
業
へ
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
地
域
政
策
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
２
５
）

　
独
身
男
女
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

【
応
援
企
業
と
な
り
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
ま
で
の
流
れ
】

▽
応
援
企
業
へ
の
応
募
資
格

独
身
男
女
に
対
し
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
や
団
体

（
宗
教
法
人
、
政
治
団
体
そ
の
他
不
適

切
と
判
断
さ
れ
る
団
体
は
除
き
ま
す
。）

▽
応
援
企
業
へ
の
応
募
方
法

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
応
援
企
業
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
応
援
企
業
と
し
て
の
登
録

　

書
類
、
電
話
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
適

正
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
登

録
申
込
書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
応
援

企
業
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

▽
応
援
企
業
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
と
相
談

し
な
が
ら
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
メ
ル

マ
ガ
で
配
信
さ
れ
、
参
加
希
望
者
は
、

応
援
企
業
に
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ

ー
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
ま
た
は
携
帯
サ
イ
ト

か
ら
参
加
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
３
３
）
５
５
９
６
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日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館
■＝６月の休館日

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�30日は館内図書整理日のため休館し
ます。

一般：エコライフ
～身近なところからはじめよう～

　 ６ 月 ５ 日㈫は環境の日、 ６ 月は環境月間です。環
境問題が深刻化する一方で、「実際の日常生活の中
でどうすれば環境にやさしいの？」「エコって何？」
と思っている人も多いのではないでしょうか？
　図書館では、毎日の暮らしのなかで気軽にエコを
実践する本や、環境にやさしいライフスタイルの本
の展示と貸し出しを行います。自分たちのできるこ
とから、エコライフをはじめてみませんか？

児童：ムーミンの世界へようこそ
　 ６ 月２７日はムーミンの作者トーベ・ヤンソンの命
日です。個性豊かなキャラクターたちが活躍するお
話には、不思議なできごとがいっぱい！そこには、
楽しいだけではなく、何度もくり返し味わいたくな
るような、深いメッセージがこめられています。
　図書館では、ムーミン谷の物語と、ムーミンが生
まれたフィンランドに関する本の展示と貸し出しを
行います。あなたもムーミン谷の仲間たちと一緒に、
物語の世界を旅してみませんか？

　探している本が図書館にない場合、リクエストが
できることをご存じですか？大洲市に在住・在勤・
在学の人であれば、１か月に１冊のみリクエストが
できます。図書館にある『図書リクエスト申込書』
に記入し、カウンターに提出してください。図書館
の蔵書として購入、または他の図書館から借り受け
て提供します。
　ただし、館の蔵書構成や予算上の問題、出版社で
品切れになることなどもあるため、全てを購入する
ことにはなりません。本によっては、長い期間お待
たせする場合もありますのでご了承ください。
※�CD・DVD、コミック、雑誌、１冊の定価が高価
なもの、冊数の多いシリーズものなどは受け付け
できません。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています。）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書 ６月展示

おしえて司書さん！
～読みたい本が図書館になかったら？～

　知っているようで知らない疑問
をマンガと比喩を用いて解説。化
学の基礎知識から、糖や脂質、蛋
白質の構造や代謝のポイント、分
子生物学や遺伝子工学まで、生化
学の知識が楽しく学べる入門書。

　瀬戸内の基地で「回天」特攻隊
員として出撃を待つ兄・善一郎は、
たぎる想いと葛藤の日々を、日記
と弟への手紙に綴る。だが、疎開
先から返事を書き続ける弟・昭二
は、東京大空襲で家族を失ってし
まう…。書き下ろし長編小説。

　学童キャンプでラジオから流れ
る謎の深夜放送を聞いたアキオた
ち。中学に入ったアキオは、放送
部員の先輩を好きになるが告白で
きないまま高校へ。そして、再び
謎のラジオ番組を聞き…。『きらら』
連載を加筆・改稿して書籍化。

　おかしな時期に転校してきた宗
助と、ひょんなことから親しくな
った。そして毎日遊んでいるうち
に、おれは、あいつの秘密を知っ
てしまったんだ－。ひと夏の、少
年たちの友情がせつなく胸にしみ
る物語。

好きになる生化学
田中 越郎著　出版：講談社

兄よ、蒼き海に眠れ
佐江 衆一著　出版：新潮社

星に願いを、月に祈りを
中村 航著　出版：小学館

転校生は忍びのつかい（児童書）
加部 鈴子作　平澤 朋子絵　出版：岩崎書店
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保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

６ 月の各種検診（健診）

　乳幼児関係（実施場所　大洲市保健センター）　
事　業　名 実　施　日 受付時間 該　当　者 対象地域 持　参　品

４か月児健康診査 ６月５日㈫

午後１時～
１時30分

平成24年 １ 月生まれ

市内
全域

母子健康手帳・アンケ
ート・バスタオル10か月児育児相談 ６月６日㈬ 平成23年 ８ 月生まれ

１歳 ６か月児健康診査 ６月12日㈫ 平成22年11月生まれ 母子健康手帳・アンケ
ート・歯ブラシ３歳児健康診査 ６月26日㈫ 平成21年 ５ 月生まれ

特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診

婦人がん検診　○本人確認のため保険証をご持参ください。
実施場所 実施日（曜日） 乳がん受付時間 子宮頸がん受付時間 対象者

上須戒公民館 ７日㈭ 午前 ８時30分～10時30分
午後 １時～２時

　午後 １時～
１時30分　

子宮頸がん：20歳以上
� （1,000円）
乳がん：40歳以上

（1,200円）
75歳以上は無料です。

市民会館 13・14・15日
（水・木・金）

午前 ８時30分～11時
午後 １時～２時基幹集落センター 27日㈬

大川公民館 28日㈭

実施場所 実施日（曜日） 受付時間 内　　容 健診料金

大谷自治センター ４日㈪ 午前 ８時30分～
９時30分

【特定健診】
・�対象者：40 ～ 74歳の国保
加入者
　�（該当者には案内状を送り
ます。）

・�必ず持参する物：国民健康
保険証・事前に送付されて
いる受診券・質問票

【がん検診（胃・肺・大腸＝
対象者：40歳以上男女・前立
腺＝50歳以上男性）・肝炎ウ
イルス検診】
保険の種類に関係なく受けら
れます。

【後期高齢者健診】
・対象者：75歳以上の人
　�日ごろ、病院にかかってい
ない人、病院にかかっては
いるが生活習慣病の治療
や、検査を受けていない人
は、特に受診をお勧めしま
す。

・�必ず持参する物：後期高齢
者医療被保険者証

【特定健診】
1,000円

【がん検診】
・胃がん

1,200円
・肺がん

700円
・大腸がん

600円
・前立腺がん

2,100円
・肺炎ウイルス

700円
・�75歳以上は前立
腺がんを除いて
無料

【後期高齢者健診】
無料

岩谷自治センター ５日㈫

午前 ８時30分～
10時30分

予子林自治センター ６日㈬

上須戒公民館 ７日㈭

正山小学校 ８日㈮

肱川保健センター 11日㈪

午前 ８時30分～
11時

市民会館 13・14・15日
（水・木・金）

大洲市保健センター
６月18・19・20・29日
（月・火・水・金）
７月 １・ ２・ ３日
（日・月・火）

基幹集落センター ２７日㈬
午前 ８時30分～

10時30分
大川公民館 ２８日㈭

※�特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお
取りください。
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無料法律相談
時　 ６月21日㈭　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談
大洲地域
時　 ６月 ５日㈫ ・ 19日㈫ ・ 27日㈬
　　午前10時～午後 ３時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ６月13日㈬　午前10時～午後 ３時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

人権相談
大洲地域
時　 ６月 １日㈮　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 ２階）
時　 ６月14日㈭　午前10時～正午
場　上須戒公民館
肱川地域
時　 ６月15日㈮　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局　☎0570－003－110
　　　　市役所人権啓発課　☎24－1746 （直通）

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ６月20日㈬　午前 ９時～正午
場　市役所 ３階会議室
問　市役所総務課行政係　　☎24－1724 （直通）
長浜地域
時　 ６月22日㈮　午後 １時～ ４時
場　長浜体育館 １階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 ６月 ５日㈫　午後 １時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 ２階青年室
問　肱川支所　☎34－2311
河辺地域
時　 ６月11日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2111

物忘れ相談
時　 ６月27日㈬　午後 １時30分～ ２時30分
場　総合福祉センター １階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎24－2111 （内線169 ・ 176）

心配ごと相談
大洲地域
時　�一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ 4・ 5火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 １時～ ４時
　　※祝日・年末年始を除く
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター １階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
　　　　（相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 ６月22日㈮　午後 １時～ ４時
場　長浜体育館 １階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 ６月 ５日㈫　午後 １時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 ２階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 ６月11日㈪　午前 ９時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

不動産無料相談
時　 ６月15日㈮　午前10時～午後 ４時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

ふれあいスクール相談【不登校など】
時　�月～木　午前 ８時30分～午後 ５時
　　祝日・年末年始を除く
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問　☎24－1414

青少年相談室
時　�月～金　午前 ８時30分～午後 ５時15分
　　祝日・年末年始を除く
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎24－7830

子育て相談
《家庭児童相談》
時　�月～金　午前 ８時３０分～午後 ５時１５分
　　祝日・年末年始を除く
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎２４－２１１１

《家庭教育・子育て相談》
時　�火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
　　祝日・年末年始を除く
場　�喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４５８０

相 談 ご と 案 内
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 　軽度の症状の場合は、こちらの医院をご利用ください。  都合により当番医が変更になる場合があります。 
（小児科）� （内　科）

６ 月 ３ 日㈰ 八幡浜急患センター※
  （八幡浜市大平）

☎0894－ 24－ 1199 大洲喜多休日夜間急患センター

【場　　所】　大洲市東大洲８８番地 １
【電　　話】　０８９３－２３－１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９時～午後 ６時

※�休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

６ 月10日㈰ お お む ら 小 児 科
  （内子町城廻）

☎0893－ 44－ 7117

６ 月17日㈰ 守 口 小 児 科 ※
  （八幡浜市産業通）

☎0894－ 24－ 7770

６ 月24日㈰ 大洲ななほしクリニック
  （大洲市東若宮）

☎0893－ 25－ 7710

日曜・祝日の当番医

曜　　日 昼間帯 【8:30 ～17:30】 夜間帯 【17:30 ～翌8:30】

月・火曜日 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 

☎24－2151

水 曜 日 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 

☎44－5500

木 曜 日 神南診療所（新　谷）

☎25－7720
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894－22－3211

金〜日曜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 

☎24－4551
　�曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救
急などのご相談は、その日の当番にご連絡ください。

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

　

今
月
号
を
編
集
す
る
に

あ
た
り
、
取
材
時
の
雨
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
龍
馬
脱
藩
の
道　

完

全
版
を
ゆ
く
！
」
の
３
日

間
の
う
ち
、
２
日
間
が
雨
、

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ

も
雨
…
。
カ
メ
ラ
が
壊
れ

や
し
な
い
か
、
気
が
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
広
報
が
取
材
に
来
る
と

雨
が
降
る
」
と
い
う
、
恐

ろ
し
い
？
う
わ
さ
が
広
ま

ら
な
い
よ
う
、
取
材
の
前

に
は
晴
天
を
祈
り
つ
つ
、
出

か
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。

�

か

現在の大洲

今 月 の 表 紙

　４月30日㈪の愛媛ＦＣ対湘南ベルマー
レ戦では、雨にもかかわらず大勢のサ
ポーターがスタジアムに駆けつけ、スタ
ンドをチームカラーであるオレンジ色で
埋め尽くしました。
　応援に応えるように、愛媛ＦＣの選手
たちは、攻守にわたりキレのある動きを
見せ、スタンドを沸かせていました。

大洲小学校５年（作成当時）
松本　真

ま

季
き

さん

picture 写真 letter 題字作成者

税　　　別 ６月 ７月 ８月 ９月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期 ３期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 ３期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

６月の納税など　納期限は７月２日㈪です

人の動き（先月比）

人口　　　47,523人　（－78）
　男　　22,614人　（－30）
　女　　24,909人　（－48）
世帯数　20,187世帯（＋20）

交通事故（昨年同期）

　件数　���69件（55件）
　死者　� �１人（１人）�
　負傷者　80人（70人）

（2012年４月末現在）

編
集
後
記

広告

矯正歯科・小児歯科・一般歯科

ハロー歯科クリニック
歯科用ＣＴ設置

土・日も診療しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

大洲市東大洲1649-1 TEL0893-25-1184

診　療　時　間 月 火 水 木 金 土日 祝
● ▲ ● 休診 ● ● 休診
● ▲ ● 休診 ● PM6 休診

AM10:00 ～ 1:00
PM  2:30 ～ 8:00

救急当番病院
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0120－154－052
い　こ　う　よ　　　　連　　合　　に

http://rengo-ehime.jp

TEL 0895-28-6679　FAX 0895-28-6689

※固定電話で上記のフリーダイヤルを
　ご利用の場合は、直接南予地域協議
　会へつながります。

宇和島市中央町２丁目４番10号
宇和島労働会館２Ｆ

連合愛媛南予地域協議会

南予地域で働く皆さんの味方で
す。労働問題等でお困りの方は
南予地協までご連絡下さい。
秘密厳守で対応致します。

なんでも労働相談ダイヤル・無料

発
行
／大
洲
市
役
所
　
編
集
／企
画
調
整
課

〒
795 － 8601 愛

媛
県
大
洲
市
大
洲
690－

1　
☎
0893 － 24 － 2111

広
報

大
洲

６
月

号
  No.89

大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ozu.ehim

e.jp/
広
報
お
お
ず
は
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

大洲市菅田町菅田甲 3051－1

☎0893－25－3329
㈲クリーンセンター

広告

ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売

がんばるひと
おおずの元気

　大洲市内や喜多郡を中心に、リスナー（視覚障がい者）
のために朗読ボランティアを行っている「サークルここ
ろ」のみなさん。
　今回は、活動の内容やボランティア活動のやりがいな
どについて伺いました。

　朗読ボランティア「サークルこころ」

会　長　今井　ヒロ子 さん

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
サ
ー
ク
ル
こ
こ
ろ
」

は
、
平
成
５
年
か
ら
活
動
を
始
め
、
今
年
で

19
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
は
、
大
洲
市
内
や
喜
多
郡
在
住
の
視

覚
障
が
い
者
の
た
め
に
、
22
人
の
会
員
で
広

報
誌
、
社
協
だ
よ
り
、
図
書
な
ど
の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル

こ
こ
ろ
は
対
面
朗
読
で
は
な
く
、
月
５
回
、

会
員
に
よ
る
朗
読
を
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
、
リ
ス

ナ
ー
（
視
覚
障
が
い
者
）
に
発
送
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
、
小
学
校
な
ど
へ
読
み
聞
か
せ

に
行
く
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

朗
読
す
る
際
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
感

情
を
入
れ
ず
淡
々
と
読
む
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
リ
ス
ナ
ー
が
感
じ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界

観
を
壊
さ
な
い
た
め
で
す
。
ま
た
、
ミ
ス
が

許
さ
れ
な
い
の
で
、
録
音
時
に
、
誤
読
や
雑

音
を
入
れ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
を
行
う
中
で
、リ
ス
ナ
ー
か
ら
の「
あ

り
が
と
う
」「
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

い
っ
た
、
感
謝
の
言
葉
が
と
て
も
励
み
に
な

り
ま
す
。
年
に
一
度
、
リ
ス
ナ
ー
と
の
交
流

会
が
あ
り
、
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
、
何
よ

り
の
楽
し
み
で
す
。

　

今
後
も
、「
こ
こ
ろ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

心
を
込
め
て
朗
読
を
行
い
、
よ
り
質
の
高
い

も
の
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
視
覚
障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
に
聴
い

て
も
ら
い
た
い
の
で
、
私
た
ち
の
活
動
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


